









































































































た。最後には、南京伝統的な祭 “灯会（提灯まつり）” と “菊花大会（菊
展覧会）” を取り上げ、その管理組織や規模及び開催地を解説した。
「第七章　都市有物产（南京名物）」
　第七章では、南京の物産を漢方・果実、板鴨・塩蔵品、南京雲錦・雨花
石及び南京物産展覧会という四つの部分に分けて解説した。それぞれの部
分について、産地とメーカー、販売店及び味まで詳細に書かれている。第
四節では1951年に行われた南京物産展覧会は時代が異なるが、南京にお
ける民国期の物産に関する研究において参考価値があると指摘した。
「後記」
　最後の部分では、著者が本書を書かれた二つの目的を詳細に述べている。
同時に、利用した資料のエピソード及び協力してくれた関係者について記
述している。そして、本書は民国期における観光に関する研究としてまだ
初期段階であり、今後より多くの研究者がこの研究を深めることを期待す
ると述べている。
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四　本書に対する書評と留意点
　以上、本書の内容を追ってきた。本書の特徴として、第一には、使用し
ている史料が極めて個性的であることが指摘されよう。邢氏は精力的に民
間から史料を集め、それを利用している。また、従来の地方文献を加えた
ことにより豊富な史料群を用いている点に、本書の斬新さがあると考えら
れる。無論、その解釈や利用方法に関しては、なおまだ多様な切口から研
究を深めることが不可欠ではあるが、それらの史料は今後の民国期の観光
研究において新たな可能性を提示したといってよいであろう。
　第二には、蓄積が多くない民国期の観光研究に、本書が史料研究と実証
研究（インタビュー）の流れを持ち込むことに貢献した点である。実証研
究が重要であるが、今日の中国において観光地域史について史料研究は主
流であろう。本書の著者は、自身の出身地である南京で民国期の旅行社関
係者、料理家及び地域住民などへのインタビューのデータ、旅行関係のコ
レクターからの史料を含む地方性文献を収集し、それらを組み合わせるこ
とで、貴重な本を完成させたのである（2）。こうした研究手法は、この分野
において極めて珍しいものであり、やはり評価すべきであろう。
　第三には、民国期の南京観光事情を解明するという問題意識を持ちつつ、
観光に関する「六つの要素」を用いて南京の民国期の歴史的な変遷、とり
わけ中国民国期における南京地域観光の特性とそれがもたらした影響につ
いてスケールの大きな記述を行った点である。そして、民国期における南
京観光の歴史的変遷を一望のもとに見渡そうとする試みは、現在において
多くはない。
　第四には、本書と向き合うと、解明のスタイルに若干の違和感をおぼえ
る点がある。観光における六つの要素で観光事情を解明する場合、要素ご
とに分け、それぞれの解明を組み立てる、という我々に馴染みのある論述
方式とは異なり、第一章では、中国旅行社南京支社を中心に論じ、それが
後述していく章との相互関連を示さないまま記述される。このようなスタ
イルでは、読者はいったい何のためにこの記述を読まされているのか、ど
（2）  評者が今年の３月に著者へのインタビューにより、この書に出されている多くの写真は旅
行関係コレクターである銭長江氏から提供された実物を写真としたものである。
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こに連れて行かされているのか、不安と戸惑いを覚えるのであろう。
　最後に、冒頭にも述べたように、『守望南京・民国旅游尋尋筧筧（南京
を見渡す・民国観光探索）』のような民国期の地域観光を解明する書物が
出版されることは喜ばしいことである。それは、本書では「民国期の観光
事情」の解釈に接することができるからである。民国期の南京地域は全中
国の経済、文化の中心地であり、その地域の観光事情を中心に研究するこ
とは中国国内の学術界において深い意味を持つものであろう。またさらに、
本書は、従来の民国期観光研究において扱いの手薄であった部分を埋める
ということにとどまらず、中国観光を研究の対象とする者は言うまでもな
く、中国民国期の文化を理解するすべての人々にとって貴重なものであろ
う。
